








　パブリッククラウド、プライベートクラウドのいずれにバーストする場合でも、最終的に、余分なトラ
フィックは新しいコンピューティングリソースに自動的にリダイレクトされます。
　ただし、エンドユーザーのQoEとアプリケーションのパフォーマンスを自動的に測定し、QoEの劣化時
にクラウドにバースティングする手段がない場合は、ITマネージャーは常時パフォーマンスをモニタリン
グし、「クラウドバースト」を手作業で開始しなければなりません。つまり、継続的なモニタリングと手作業
によるプロビジョニングによって、ITチームは膨大な運営費を費やす恐れがあります。
　ITマネージャーはラドウェアのソリューションを導入することで、データセンターのコンピューティング
リソースの負荷だけではなく、エンドユーザーのQoEを自動的にモニタリングすることが可能になります。
ITマネージャーはバーストの実行にあたって、KPIおよびしきい値を定義することができます。主要なデー
タセンターでKPIやしきい値に到達すると、ADCソリューションは負荷を低減するための最適なソリュー
ションをインテリジェントかつ自動的に判断します。
　ADCの判断により、トラフィックを主要なデータセンターから、使われていないコンピューティングリ
ソースを有する遠隔地のデータセンター（プライベートまたはパブリック）へとリダイレクトします。さらに
は、遠隔地のデータセンター（プライベートまたはパブリック）にコンピューティングリソースを新たに追
加し、新規トラフィックを遠隔地のリソースにリダイレクトすることもあります。
　主要なデータセンターのQoEが適切なレベルに到達すると、ADCソリューションは全ユーザーを主要
なデータセンターに自動的にリダイレクトし、必要に応じて、以前に追加したコンピューティングリソース
を遠隔地のデータセンターから削除します。
　ITマネージャーはラドウェアのソリューションを導入することで、パフォーマンスの劣化に自動的に対応
し、必要なリソースレベルを常に維持することができます。こうして、スタンバイのリソースを維持すること
で発生するOPEXを削減すると同時に、ITリソースを開放することでIT OPEXを削減します。
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図2 ラドウェアのクラウドバーストソリューション
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セルフサービス型オンデマンドアプリケーションデリバリーリソース
　プライベートクラウドのメリットの1つは、ITマネージャーが組織内のアプリケーションチームに対して、
新規リソースをオンデマンドで追加し、不要となったリソースを削除するセルフサービス型機能を提供で
きる点です。こうしたリソースのセルフサービス機能への弾力的なアプローチを、真に「セルフサービス」
として活用し、ITマネージャーのリソースを開放するためには、アプリケーションチームがコンピューティ
ングリソースだけではなくネットワーキングリソースやアプリケーションデリバリーリソースも設定できる
必要があります。
　これらのリソースはそれぞれ、測定や請求の目的でそれらに割り当てられたリソースのモニタリングも
サポートします（アプリケーション単位で請求される場合）。
　ラドウェアのADCは、セルフサービス型ネットワークの要素に求められる全機能をサポートしており、プ
ライベートクラウドのITマネージャーはアプリケーションチームに対して、専用のADCを自ら管理するオ
プションを提供することができます。このようにして、組織全体のアプリケーションデリバリーリソースの
管理に必要なITマネージャーのチームの運営費を削減します。 
　ラドウェアのADCには高度なトラフィックリダイレクト、アプリケーション高速化といった機能が搭載さ
れています。仮想インフラ管理システムのノースバウンドインターフェース（すなわちAPI）を介して、ADC
をチームごとに設定することができます。その際には、モニタリング、測定、レポーティング機能などのニー
ズや、ユーザーが割り当てられたリソースのみにアクセスすることを保証する役割ベースのアクセスに基づ
いて設定します。
　さらに、ラドウェアのダイナミックなADCサービスを使用すると、ラドウェアのADCの「セルフサービ
ス」機能を一層簡単に活かすことができます。それはユーザーが仮想インフラ内でVMを追加あるいは削
除し、ADCを新たに必要となったコンフィグレーションに自動的に同期させる独自の機能が搭載されてい
るからです。このようにして、仮想インフラとADCソリューションの管理に起因する運営上の経費を削減し
ます。
　また、ラドウェア独自のオンデマンドADCでは、ハードウェアを交換せずに（必要なのは、シンプルなソ
フトウェアライセンスの投入のみ）、追加のスループットとアプリケーションデリバリー機能を既存の
ADCに簡単に追加することができます。これにより、ユーザー、アプリケーション、トラフィックが今後増
えた際にもコスト効率良く対応することが可能です。その結果、アプリケーションデリバリーインフラに関
する投資回収率（ROI）が向上し、CAPEXを削減します。
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クラウドアクセスゲートウェイ
　上述したように、多くの企業がビジネスアプリケーションやITプロセスをローカルに運用する代わりに
クラウドベースのサービスを導入し始めています。こうしたサービスにはSaaS（たとえば、SalesForce、
Google Apps）や、Backup-as-a-Service（たとえば、EMC Mozy Pro、IBM BCRS）などが含まれ
ます。
　このようなサービスを導入すると、さまざまなメリットがもたらされますが、以前であれば企業が悩まさ
れる必要がなかったであろう可用性の問題が発生します。
　ローカルに配備するCRMアプリケーションからSalesForce CRMへと移行した企業の例を挙げま
しょう。従来は、CRMのアプリケーションの可用性はITマネージャーにより保証され、LANを介してアク
セスされたので、すべてがスムーズに機能しました。
　しかしながら、SalesForceへの移行に伴い、現在ではWANを介して遠隔地にアクセスします。つまり、
WAN接続のパフォーマンスが劣化した場合には、SalesForce CRM に効率的にアクセスすることがで
きないため、注文書を処理できず収益が減少する恐れがあります。
　ラドウェアのクラウドアクセスゲートウェイのマルチホーミングソリューションを導入すれば、企業はイ
ンターネットWANリンクの可用性を保証して、遠隔地のアプリケーション（たとえばSalesForce）、デー
タセンター、遠隔地、インターネットに中断することなく確実にアクセスすることができます。ラドウェアの
クラウドアクセスゲートウェイを使用してボトルネックやサービスプロバイダーのサービス停止を回避する
ことによって、企業はWANの効果の最大化や帯域幅消費の管理が可能になり、どのアプリケーションや
ユーザーに、どのWANリンクを割り当てるかを決定することができます。
　さらに、ラドウェアのクラウドアクセスゲートウェイはラドウェアのオンデマンド技術を利用します。この
技術は現在から将来に及ぶ企業のWANリンクの負荷分散に対するニーズを満たします。また、ITマネー
ジャーが複数のISP接続を追加、管理して、負荷分散を行いつつ、バックアップ用や帯域幅に対するニーズ
の増大に対応するためにVPN、プライベートリンクおよびパブリックリンクを組み合わせることを可能にし
ます。
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図4 ラドウェアのクラウドアクセスゲートウェイソリューション
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まとめ
　ラドウェアは、クラウドサービスを利用する企業やプライベートクラウドを配備した企業が仮想化イン
フラの維持コストを削減することができる、市場で唯一のアプリケーションデリバリー／セキュリティベン
ダーです。エンドユーザーは最適なQoEを常に享受し、ビジネスに不可欠なローカルおよびクラウドベー
スのアプリケーションやサービスに、確実にアクセスすることができます。
　ラドウェアのソリューションを導入する企業は今や、新たに生じている課題や今後の課題のすべてに対
応しつつ、将来に及ぶビジネスの成長に順応することができているのです。
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